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 質 問 者  隅 田   翔   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）令和３年４月にしおかぜ保育所が開所され、

保護者や地域と連携したより良い保育の充実が

望まれています。質の高い保育の実現には、現

場の保育士が余裕を持って業務に当たるための

負担軽減は欠かせません。保育士の労務管理、

適正な人数配置、ＩＣＴ化等の現状と対策は。 

（２）保育士の加配による増員での現場対応を図っ

ていると思いますが、保育の質を保つためにも

保育士配置基準の見直しも必要と考えます。そ

の点について見解を伺います。 

（３）子育てしながら仕事をする女性は年々増えて

おり、それに伴い共働き世帯も増えています。 

   放課後児童クラブの拡充の必要性を感じます

が、見解を伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

  

 

 

 

 

 

１ 子育て環境の充実に

ついて 
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 質 問 者  隅 田   翔   
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（１）本町では他の自治体に比べ災害公営住宅の

家賃が減免されていますが、収入超過者の家

賃は高額なものとなっています。今後、入居

年数を重ねるにつれ減免率も下がっていく中

で、入居者への負担も増えていきます。 

そのような町民に対して町に住み続けてもら

うための施策は。 

（２）町内における空き家等の活用と定住促進な

どを目的に、町のホームページに「空き家・

空き地」の情報が掲載されています。 

民間の住宅ストックが少ない本町では空き屋

バンクの活用も重要性を感じますが、登録件数

を増やすためにどのように取り組みますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

２ 住環境の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


